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マリア・モンク『恐怖の暴露』序説
―19世紀前半アメリカの反カトリック主義とジェンダー―

佐藤 清子

１ 序

私は何という場所に，なんという人々のところに入ってしまったのでしょう！今や修道院は

思い描いていたのとは何と違って見えることか！私は常に修道女たちを信仰深い女性たちで

あると思い，修道院長を尊敬してきましたが，彼女らは何なのでしょう？隣接する神学校の

司祭たちのうちの幾人かについては，卑しく，放埒な人々であると考えるに足る理由が私に

はありました。彼らは一体何なのでしょう。私はやっと，彼らが女子修道院に迎え入れられ，

この上ない罪にふけることを許されていることを知ったのです。そして彼らや他の人々はそ

れを美徳と呼んでいるのです。
(1)

1836年が明けて間もなく，ニューヨーク市で一冊の本が出版された。『恐怖の暴露』と題され

たこの本は，マリア・モンクという女性による，彼女の自伝の形をとったフィクションである。

カナダのモントリオールのプロテスタント家庭に生まれたモンクは，カトリックの学校への入学

をきっかけとして修道女となる。しかし彼女は後戻りができなくなって初めて修道院の内部に隠

されていた秘密を知らされた。禁欲を旨とするはずの修道女たちは聖職者たちの意のままに性的

暴行を受けており，生まれた子どもは殺されて地下の墓場に埋められる。宗教的苦行や罰の名の

下に監禁，拷問，さらには殺人が行われ，それらの事実を秘匿するために，嘘が多用される。修

道女たちは無知と迷信のために修道院とカトリック教会の論理を鵜呑みにし，その支配に抗する

ことができない。モンクはそうした中，自らも妊娠し，子を守るためにニューヨークへ逃亡して，

その事実を暴露したのだという。荒唐無稽な内容は全くの作り事であることがじきに証明された

が，それでもこの本は一躍ベストセラーとなり，題名を微妙に変えつつ，さかんに再版されてニ

ューヨークのみならずアメリカ全土で読まれ，さらには海外に伝わった(2)。この内容を信じ続け

た読者は少なくなく，『暴露』はアメリカ合衆国の反カトリック主義を長きにわたって煽ること

になる。

19世紀前半のアメリカ合衆国においてモンクの『暴露』が社会的な影響力を持ったのは，その

内容が歴史的，同時代的に存在していた文化や宗教に関する暗黙の合意に則っており，カトリッ

クに対する多数派プロテスタントの偏見や疑念を裏付けるようなものであったためである。この

マリア・モンクの『恐怖の暴露』および，その他の「逃亡修道女物語」については，近年，宗教
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史，ジェンダー史，および文学研究といった分野からの考察が進められている。本稿は，これら

の研究を参照しつつ，『暴露』読解の為の補助線として，アメリカ合衆国における反カトリック

主義の歴史，19世紀における「真の女性らしさ」の崇拝，「逃亡修道女」物語の流行という３つ

を示すものである。

２ アメリカ合衆国における反カトリック主義

19世紀の反カトリック主義は，同時代のアメリカ合衆国に固有の背景とともに，ヨーロッパに

淵源を持つ長い宗教間の対立を抜きにしては考えられない。北米大陸にはイギリスと前後して，

フランス，スペイン，オランダといった国々が進出したが，その背景には経済的，政治的な利益

の確保の他に，新旧両派の布教合戦がある。スペインはメキシコ側からフロリダやテキサス，カ

リフォルニア等に，フランスはカナダやルイジアナへ勢力を伸ばしたが，そこには常に原住民へ

の布教を目的とした修道士の姿があった
(3)
。

アメリカ合衆国独立時の13州のうちの多く，特にニューイングランド諸州の建設目的は布教以

上に植民者自身の信仰の自由であったが，ピューリタンの宗教的批判の矛先は，直接の迫害者で

あった英国教会だけではなくカトリック教会にも向けられていた。もっとも，宗教改革以来の反

カトリック感情はアメリカに渡ったピューリタンのみならず，イギリスのプロテスタント全体に

共有されていたと言ってよいだろう(4)。例えば，1536年，ジョン・フォックスはカトリックのメ

アリ女王によるプロテスタント迫害時の殉教者たちの伝記をまとめた『殉教者列伝』をはじめて

出版したが，この本は19世紀に至るまで長らく英国およびニューイングランドのプロテスタント

の間で読み継がれ，英語版聖書と英国教会の祈祷書に次ぐ大きな影響力を持ったと言われる(5)。

さらに，一般的にはニューイングランドほど「宗教的」ではないとされ，本国同様英国教会が公

定教会となっていたヴァージニア等，南部の植民地においても植民地拡大が原住民の改宗とキリ

スト教文明の拡大という宗教的な論理によって美化されていたことが指摘されている
(6)
。ヴァー

ジニアに限らず，アメリカ合衆国独立以前の多くの植民地ではプロテスタントの公定教会が存在

しており，とりわけカトリック教徒は市民権や信教の自由において様々の制限を受けていた。英

国のカトリック教徒の避難地として建設されたメリーランドでさえも，多数を占めたプロテスタ

ントと富裕層のカトリックの間で政治的対立が継続し，本国の政情の影響を受けつつ法的なカト

リック差別が行われるようになった
(7)
。

また，イギリス植民地に接するカナダやルイジアナにはカトリック国フランスの植民地が存在

していたが，17世紀から18世紀，ヨーロッパ大陸と連動した英仏植民地間の戦争は，プロテスタ

ントとカトリックの間の闘争として理解され，植民地人のプロテスタント・アイデンティティと

英国臣民アイデンティティを結びつけ，強化する役割を果たした(8)。その一方，1774年に出され

たケベック法は，英仏間戦争の結果フランス領からあらたに英国領となったケベックのカトリッ

ク教徒に対して信教の自由を認めることで，後に合衆国を形成する13植民地と本国政府間の溝を

深め，独立革命の一因となる。反カトリック感情や反カトリックの言説は，アメリカ革命のイデ

オロギーの中にも取り込まれていったのである(9)。独立革命時にはアメリカ植民地はカトリック
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国フランスを味方につけて英国と戦ったため，反カトリック感情は一時沈滞するが(10)，独立後発

布されたアメリカ合衆国憲法が，連邦レベルにおける国教樹立を禁じ，信教の自由を保障したと

はいえ，州レベルでの政府による宗教の支援は19世紀前半に至るまで継続し，いくつかの州では

カトリックにとって不利な法律が残り続けた。20世紀に至るまで，プロテスタンティズムは社会

の事実上の国教としての地位を維持し続けるのである。

19世紀にはいるとアメリカのカトリック人口は移民によって激増し，アメリカの反カトリック

主義は変化を迎える。アメリカ独立革命と1812年からの米英戦争を経て産業革命を成し遂げつつ

あったアメリカ合衆国北東部の都市に大量に流入したアイルランド人やドイツ人の移民労働者の

うち，アイルランド人の多くがカトリック教徒，ドイツ人も多くがカトリック地域の出身だった。

とりわけ，アイルランドでの1840年代の大飢饉は彼らの渡米の大きな原動力となった。彼らの登

場はアメリカ合衆国のカトリック教会の性格を変化させ，教会は移民が文化的，宗教的遺産を保

持するための「移民教会」としての役割を果たすようになる。また，東部の都市部だけではなく，

西部のフロンティア地域においてもカトリック教会は着実に勢力を伸ばしつつあり，そのことも

また，プロテスタントの危機意識を高めることになった
(11)
。さらに，19世紀において，アメリカ

のカトリック教会は必要な人数の聖職者を自前で供給することができず，多くの聖職者がヨーロ

ッパ出身，もしくはヨーロッパで教育を受けていた。フランス革命以降の政治的変動をうけて，

ヨーロッパの聖職者がアメリカへ亡命を行うという一連の動きも存在し，これもまた聖職者の間

のヨーロッパの影響を強化する方向に働いた(12)。

すなわち，移民の増加と共に，アメリカ生まれのプロテスタントの人々にとって，カトリック

教会はより一層ヨーロッパ的で，異質な存在として映るようになり，しかも活発な拡大を示すよ

うになったのである。それに対して，プロテスタントの中からは移民やカトリック教徒の増加が

独立後間もないアメリカ合衆国の存立を脅かしているという声が出始める。既に述べたように，

アイルランドでの飢饉の影響から，カトリックのアイルランド人移民が激増するのは1840年代以

降のことになるが，既に30年代からこうした声は聞かれるようになっている
(13)
。

プロテスタントのアメリカ人の懸念の一因となったのはカトリック教徒が持ち始めた政治的影

響力である。独立後のアメリカ合衆国においては，国政，州行政，地方行政レベルにおいてしだ

いに選挙権付与に対する財産条項が廃止され，白人成年男子に対する普通選挙が認められるよう

になった。19世紀には外国人参政権こそ認める州は多くなかったものの，帰化は「白人」とされ

た人々にとって比較的容易であり
(14)
，移民の集中した地域では，彼らの政治的存在感は見逃せな

いものとなり始めていた。反カトリック主義者は，カトリック教会がローマ教皇を頂点とした階

層的な権威構造を取っており，聖職者に大きな宗教的権限が与えられていることを指摘し，彼ら

の宗教的権限が世俗の事項にまで及ぼされることを懸念した。すなわち，カトリック教会は外国

に中心を置く，反アメリカ的な組織であり，カトリック教徒は外国人である教皇の指示に盲目的

に従う，アメリカの自由を脅かす存在だというのである(15)。こうした趨勢に応じて，はじめは地

方行政レベルから，反移民，反カトリックは政治的イデオロギーとして機能するようになり，1840

年代以降には反移民，反カトリックを掲げ，「純粋な」アメリカ人のアメリカを守ろうとする全

国レベルのネイティヴィズムの政党が誕生，1850年代には国政にまで影響を及ぼした(16)。

アメリカ合衆国の反カトリック主義は以上のような政治的，経済的な条件の下で発展したが，
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忘れてはならないのは，その背景には宗教改革以来の神学的，思想的な議論が存在しているとい

うことである。プロテスタントは，教会論，救済論，聖人崇敬，修道制，サクラメントをはじめ

とする儀礼や装飾等，様々な面において，カトリック教会の伝統を，非聖書的で偶像崇拝的であ

るという神学的な見地から切り捨て批判してきた。さらに，啓蒙主義の影響は，その批判に非合

理性への批判という新たな要素を付け加えた。フィリップ・ハンバーガーは19世紀にはプロテス

タントが個人の知的，精神的独立を重視する個人主義的で啓蒙主義的人間理解を受け容れるよう

になったことを指摘し，さらにその際に，プロテスタントがカトリックという他者に不自由や迷

信，非合理性といった反近代的な性格を押しつけることによって，自由と合理性を奉じる近代的

な主体としての自己理解を獲得することが可能になったと述べている
(17)
。

なお，ここまでは主にプロテスタントの側の反カトリック的要素に注目してきたが，プロテス

タント側がカトリックの神学や崇敬を異質なものとする一方で，アメリカ合衆国のカトリック自

体がプロテスタントと自らの差異を強調するような動きを示していたこともまた見逃せない。既

に述べたように，ヨーロッパ的なカトリック教会のあり方は，ヨーロッパ出身の聖職者によって

アメリカ合衆国にももたらされつつあったが，特に1848年の革命以降，ヨーロッパを中心として

影響力を強めた保守的なカトリックは，神学的にはトマス・アキナスに立脚して，近代の個人主

義と個人主義を基礎にした市民革命を批判し，実践の面ではより熱心な崇敬や奇跡への信仰を促

進した。彼らはさらにローマを中心とした教会組織の強化を図ることによって，社会の個人主義

化に対抗しようとしていた。こうした動きは中心をヨーロッパにおいていたものの，その影響力

はヨーロッパ出身，もしくはヨーロッパで教育を受けた聖職者たちによってアメリカ合衆国にも

もたらされつつあった(18)。また，特にアイルランド系移民の文脈で言えば，19世紀のアイルラン

ドはイギリス統治下にあり，プロテスタントのイギリス支配に対抗する形で，カトリック教会へ

の忠誠と結びついたアイルランド人としてのアイデンティティ形成が促進されていたことが指摘

できる。その担い手となったアイルランドの中産階級によるカトリック・アイルランド・アイデ

ンティティ形成の努力は，アメリカ合衆国のアイルランド人の間にも持ち込まれた
(19)
。さらに，

アメリカ合衆国のプロテスタントの間に反カトリック感情が存在していたことは，カトリック教

徒側のカトリックとしてのアイデンティティと，教会や移民グループへの忠誠心を高めることに

貢献していたと見ることもできる(20)。

19世紀の反カトリック主義は，政治的，経済的，神学的，思想的な様々な背景のもと，プロテ

スタントのアメリカ人の間である一定の影響力を持ち，モンクの『暴露』はこれらを反映して誕

生した。しかし，反カトリック主義の構成要素はこれだけではなく，その発展には当時さかんに

とりかわされた，女性やジェンダー関係をめぐる議論が深く関わっている。モンクの『暴露』は，

それが女性自身による，カトリック教会の女性虐待への告発の形をとっただけにより一層，反カ

トリック主義を煽る効果を持った。次節では，19世紀の反カトリック主義を支える主要な要素の

一つである，当時のジェンダー観について概観する。

３ 「真の女性らしさ」の崇拝

19世紀前半のアメリカ合衆国では，産業革命および商品経済の進展とともに以前とは異なる新
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たなジェンダー観が育まれ，社会規範としての権威を獲得しつつあった。工業や商業が主な産業

へと変化する中，自給自足中心の農業を中心とした社会においては明確な区分を持たなかった職

場と家庭が分離され，家庭は生産の場としての機能を脱落させて専ら消費と再生産の場となって

いく。それに従って男女の領域とジェンダー役割はこれまで以上に分化し，男性は昼間家庭を離

れて働きに出る一方，女性は家庭に残り，家事と育児・教育を専らとするようになる。但し，こ

の二領域の分化は，社会的な現実である以上に，その主たる担い手である白人の中産階級によっ

て標準的で理想的であるとされた想像上の構成物であり，イデオロギーとしての働きを持つもの

であった(21)。

この二領域のうち，男性の領域であるビジネスの世界はより一層競争的で，利益拡大への欲望

が積極的に肯定される場として意識され，ピューリタン的な禁欲や奉仕の精神の後退が懸念され

た。その一方，女性の場である家庭は資本主義的価値観に抗し，文化と宗教を保存して次世代へ

伝達する特別な場として，これまでになかった重要性を担わされた。女性には母，妻，そして家

政を取り仕切る女主人として家庭の中心となり，家庭に託された価値観を体現することが期待さ

れるようになる。バーバラ・ウェルターは，当時の女性のあり方の理想化を，「真の女性らしさ

の崇拝(the cult of true womanhood)」と呼び，その内容を敬虔，純潔，従順で家庭的であることと

分析したが，中でも宗教的に敬虔であることは，他の徳性をも促進する女性らしさの核と見なさ

れた。植民地期以来，アメリカ合衆国の教会は一般に女性の信徒が男性の信徒を数において上回

っていたが，19世紀において教会は，家庭と共により一層女性の空間として認識されるようにな

り，様々の限界を抱えつつも，当時他の領域では許されなかった女性の公の場での活躍を許すほ

ぼ唯一の場とすらなった(22)。

合衆国の中産階級を構成していたプロテスタントがこうしたジェンダー観をより一層強調する

ようになったことは，彼らのカトリック教会とカトリック教徒への疑念を深める背景となった。

女性の本来的立場を家庭に位置づけ，家庭における女性の宗教的，道徳的感化力が男性を補完す

ると考えるこの理想の下では，男女共に結婚することが社会的に強く求められる。聖職者や修道

女という，結婚せず，家庭を築かない男女を宗教的に優れた存在と考えるカトリック教会の価値

観は，そうしたプロテスタント社会の価値観にそぐわない。独身制そのものへの攻撃に加え，独

身制を建前として，カトリックの聖職者や修道女が秘密裏に婚外の性交渉を持っているのではな

いかという疑いは，反カトリック主義の書き手の最も好むテーマの一つとなっていた。また，家

庭を中心に置き，夫であり父である男性が所属する女性を管理するという理想の下において，カ

トリック教会の秘蹟の一つである告解は彼らの権威を脅かす行為としてとりわけ攻撃の対象とな

った。夫や父親以上に女性の内心の秘密を知る男性がいるということは許されないことであると

考えられた上，夫婦ではない男女が告解室という密室で話をすること自体に疑いの目が向けられ，

告解における性の問題への言及が，彼らに誘惑とさらなる性的接触のきっかけを与えているので

はないかと疑われた。こうした性的紊乱が疑われないまでも，修道院長の下に女性のみが集団で

暮らす修道院はプロテスタントが理想とした家父長権の支配の及ばない，相対的に自律的な女性

の空間であり，プロテスタント的な規範から逸脱していた
(23)
。

しかし修道女に対するプロテスタントの反応は，単に否定的なだけではなかった。一方で修道

女は正しい性のあり方を外れ，女性だけで集団で生活する職業女性という点で売春婦とすら結び
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つけられ，上述のような反カトリック主義の言説を生んだが，その一方で彼女たちは敬虔，純潔，

従順といった徳性を，ある意味ではプロテスタント以上に体現した存在であり，プロテスタント

女性の優位性を脅かしかねない存在でもあった。修道女たちはその全人生を宗教に捧げており，

性生活を持たず，従順であることが求められ，家庭こそ持たないものの，アメリカ合衆国におい

ても建設されつつあった修道院附属の学校や孤児院において，子どもを育み，教え導くという，

家庭においては母親に，公立学校においては教師に対して割り当てられる役目を果たしていた。

プロテスタントの女性たちは，カトリックの修道女たちが享受していた，男性のコントロールを

ある程度離れた自律的空間や，彼女らの公共の場での活躍のイメージを利用して自らの活動の場

を広げようとさえしたのである
(24)
。

とりわけ，修道女たちが教師を務める，修道院附属の女子学校の存在はプロテスタント社会に

とって脅威と思われた。19世紀前半は，公立学校の普及など，アメリカ合衆国における教育水準

の向上が図られた時期である。女子の高等教育は男子のそれに比べて遅れていたが，子どもを教

育する者としての母親の役割が強調されると共に，その重要性が認められるようになり始めてい

た。このころ，アメリカに建設されて間もない多くのカトリックの女子修道院は附属の女子学校

の建設に力をいれており，数においても水準においてもプロテスタントの女子学校の有力な競争

相手となっていた。彼らの学校はカトリックのみならず，プロテスタントの生徒にも開かれてお

り，プロテスタントの子女に対してカトリック信仰が強制されることはなく，両親もそうした了

解の下で娘を託していた。同時代に，ユニテリアンのような，リベラルな教派がマサチューセッ

ツの知識層などを中心として勢力を伸ばしていたことも，カトリックの学校を両親にとっての有

力な選択肢とする一助となった。修道院附属学校での教育は，カトリックへの改宗者や修道女の

獲得にはそれほどつながらなかったが，少なくとも教師であり，監督者である修道女との人格的

交わりが，改宗に至らないまでも，カトリックへの親しみを促進したことは想像に難くない
(25)
。

カトリック学校の成功は，それに危機感を抱いたプロテスタントの女子高等教育機関の建設をよ

り一層後押しすることにもなったが，教育上の努力に限らず，第二次大覚醒を背景に発展し，多

くの女性の参加を見た様々な社会改革やミッション活動も，カトリック教会の組織的な伸張との

競争関係の下で発展したことが指摘されている
(26)
。

修道女は，結婚して妻となり母となるという，プロテスタントにとって正しいとされた女性像

に潜在的に対抗しうる，カトリック独自の女性の理想像であった。『暴露』は，修道女の性的純

潔や宗教への献身を，その真実の姿を暴く，という形で貶め，プロテスタント的女性像の優位を

読者に向けて強調した。モンクの修道院はカナダのモントリオールにあるとされていたものの，

アメリカ合衆国においてもカトリックの女子学校は発展しており，学校から修道院へという人生

の選択にはそれなりの現実味があったはずである。そうした中，何も知らぬままに修道院にはい

ったプロテスタント女性の哀れな末路を，被害者自身による内部告発として発信するという『暴

露』の筋書きは，異なる主人公を据えて繰り返し語られ，「逃亡修道女物語」というジャンルと

して考えることができる一連の作品を生むのである。
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４ 反カトリック主義文学

マリア・モンクの『恐怖の暴露』は，反カトリック主義文学としてくくられる一連の著作の中

の一つであり，販売部数と長きにわたる影響力のために代表的な作品として取り上げられる。19

世紀のアメリカ合衆国においては，男女ともに初等教育が普及して識字率が向上すると共に，技

術と商業の発展に伴ってより安価な印刷・出版が可能になりつつあり，多様な出版物の消費拡大

が起こっていた。雑誌や新聞のような定期刊行物が増加したほか，小説などの芸術，娯楽的作品

とともに，より商業色の薄い宗教的出版物もさかんに出版される(27)。その中にあって，フィクシ

ョン，ノンフィクション，もしくは，『暴露』同様，ノンフィクションを装ったフィクション，

その他神学的，政治的な様々の反カトリック主義文学や，反カトリック的な主題を扱った新聞，

雑誌もまた出版されるようになっていたのである
(28)
。その中でも「逃亡修道女」というテーマは，

モンクの『暴露』以前にも存在し，反カトリック主義者によってしばしば取り上げられる題材で

あった
(29)
。

『暴露』以前で特に影響が大きかったのは，1835年に出版された，レベッカ・リードによる『女

子修道院の６ヶ月』である(30)。著者リードは元修道女で，マサチューセッツ州チャールズタウン

にあるウルスラ会女子修道院から逃げ出した過去を持つ。1834年，この修道院から別の修道女が

逃げだし，その後もとの修道院に送り返されるという事件が起こった。町では彼女が監禁された，

もしくは殺されたのではないかという噂が広まり，修道院および修道院附属学校の焼き討ち事件

につながった。リードはこの事件の裁判に登場して，修道院の「秘密を暴く」証言をした後，虚

実入り乱れた『６ヶ月』を出版し，商業的な成功を収めた(31)。1836年に出版されたモンクの『暴

露』がリードの『６ヶ月』を意識して書かれていたことは間違いないが，逃亡修道女のテーマは

南北戦争までにさらなる追随者を生み出し，文学的な定型のひとつとして定着した(32)。リードや

モンクに続く数々の反カトリック主義文学を研究したスーザン・グリフィンのまとめによれば，

こうした物語は典型的に，無垢なプロテスタントの少女がカトリックの修道院附属学校に入学す

るところから始まる。少女は告解を通して聖職者に精神的に蹂躙され，やがて誘拐されて修道院

に閉じ込められる。もしくは少女は何も知らないまま修道女にあこがれを持ち，自発的に修道女

となる。彼女は修道院内に隔離されて外界との交渉を絶たれ，逃げ場のないままに拷問のような

苦行と労働，さらには聖職者との性交渉を強要される
(33)
。これはまさに『暴露』がとる筋書きで

あり，『暴露』はリードの『６ヶ月』とともに逃亡修道女物語の代表となった。

ジェニー・フランショによれば，これらの逃亡修道女物語は，より広いアメリカ文学の潮流の

中に位置づけられる。中でもフランショが直接の関係性を見出しているのは，植民地期以来の伝

統をもつ捕囚体験記(captivity narrative)および，ヨーロッパのゴシック文学である。アメリカ大

陸においては植民地来以来の原住民とヨーロッパ人の対立の中，特にヨーロッパ人コミュニティ

が未だ脆弱であった時代に，多くの人々が原住民の捕囚となったが，そのうちのある者は助け出

されて自らの体験を記述，出版し，捕囚体験記は一つの文学的形式として成立した
(34)
。一方のゴ

シック小説は，18世紀後半イギリスにおいて誕生した，主に恐怖や超自然的な出来事をテーマに

した小説のジャンルである。「ゴシック」という語が示すとおり，近代人の中世に対する嫌悪と

憧れが投影されたこれらの小説では，しばしば古城や古めかしい屋敷が舞台となり，幽霊等の超
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自然的な存在が登場し，野蛮や暴力の要素が詰め込まれる。19世紀前半のアメリカにおいてはイ

ギリスのゴシック小説が消費された他，アメリカ文学の成熟とともにアメリカン・ゴシックが書

かれるようになる
(35)
。フランショは，アメリカン・ゴシックは，先住民の征服や奴隷制といった，

捕囚のテーマと密接に関わるアメリカ独自の要素を取りこんで，ヨーロッパやイギリスのゴシッ

ク小説をアメリカ化することによって誕生したと分析している。プロテスタントのアメリカ人に

とって，インディアンによる捕囚と解放と，そこにこめられた救済のテーマが，カトリック教会

による精神的捕囚および修道院への女性の物理的捕囚からの解放および救済というテーマと連続

性を持つというのである(36)。

しかし，ゴシック小説をはじめとする文学作品に表現されたのは，カトリックに対する嫌悪だ

けではなく，その抗いがたい魅力でもあった。アメリカ合衆国にロマン主義の影響が広がる中，

カトリック教会が支配する暗黒の中世というイメージは，歴史的深みに彩られたロマンティック

な想像の対象ともなり，非聖書的かつ物質的なものとして拒否されたはずの豪華な教会建築や装

飾，音楽，壮麗な儀式を，美的な満足感を与え，宗教的感情をかき立てる魅力的なものとして，

積極的に評価することが可能となっていく
(37)
。アメリカ合衆国のロマン主義の思潮に属する超越

主義(transcendentalism)への共鳴者の中から，多くのカトリック教会への改宗が起こったことは，

当時の傾向をよく示すものだろう(38)。

但し，モンクの『暴露』のような反カトリック主義を主題とした作品においては，この魅力と

いう要素は，カトリック教会による誘惑や幻惑というテーマに転換される。別の言い方をすれば，

『暴露』のような反カトリック文学は，カトリックが持っている様々な魅力を暗に認めた上で，

それを危険視し，プロテスタントの読者に対して注意を呼びかけたのである。鎖され，外部者に

はうかがい知ることの叶わない修道院の中には，宗教的真実が隠されているように思われる。信

教の自由が許されたアメリカにあって，無知なプロテスタントの若い女性はそれに魅了され，つ

いには自発的に自由を捨て，カトリック教会に身をゆだねてしまう。これが反カトリック主義者

の危惧したところであり，逃亡修道女物語に表現されたところのものだった。カトリック教会の

もたらす幻惑を破り，修道院を開放して真実をアメリカ合衆国市民の前に曝さなくてはならない。

それは同時に誤った宗教からの，人々の，とりわけ女性の解放であり，救済である。『暴露』の

商業的成功と長きにわたる影響力は，その内容がいかに荒唐無稽に見えようとも，こうした主張

がアメリカ合衆国のプロテスタントの心を捉える何物かを備えていたことを示している。

５ 結び

最後に，紙数の都合から本稿が扱うことのできなかったいくつかの点を列挙して結びとしたい。

第一に，本稿では『暴露』に対して挙がった様々な反応を十分に取り扱うことができなかった。

『暴露』発表当時，支持者，批判者双方が，ジャーナリズムを通じて多様な意見を表明していた。

中でもジャーナリストであるウィリアム・Ｌ・ストーンは，実際にモントリオールの修道院まで

赴いた上で，モンクの描写が虚偽であることを証明する報告を行った。こうした報告が出る以前

から，ただ単に内容を信じないだけではなく，当時にあってはあまりに過激な内容を批判する声

が存在していたことは重要である。その一方で，『暴露』出版の直後から，第二，第三のモンク
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が現れてそれぞれの暴露本を出すなど，反カトリック的なメッセージを強化する動きも見られる。

但しそこには，反カトリック本の出版によって商業的成功を得ようという意図が見え隠れしてお

り，モンクの本自体も，それ以外の様々な関連出版物も，当時の資本主義社会の文脈の中で理解

される必要がある。とはいえ，モンクの本を読んだ全ての人がその内容を頭から信じ込んだとい

うのは無理があるにせよ，モンクの本は様々な出版社から版を重ねて売れ続けたという事実は無

視できない。もう一つ，本稿が十分に扱うことができなかったのは，反カトリック主義と，当時

の奴隷制をめぐる議論の連関である。1850年代において，ネイティヴィズム運動は，奴隷制をめ

ぐる南北の対立が激化するにつれて下火になるが，アメリカの自由の意義が問われた奴隷制の議

論と並行して存在した，宗教の自由をめぐる議論がいかなる関連性をもつかは未だ十分な考察が

為されているとは言い難い。

独立革命を経て，アメリカ合衆国は共和国となり，その憲法は国教樹立を禁じて信教の自由を

保障した。19世紀の前半を通じて各州も公定教会を廃止し，13植民地設立当初から存在した宗教

的多様性は法的な存立基盤を与えられたことになる。そうして生まれた宗教の自由市場の中で，

同時代的かつ歴史的な文脈の中で形成された様々の偏見を背負うカトリック教会が発展をとげた

ことは，プロテスタントたちにとって，彼らの誇る合衆国の自由の意味と限界の再考を迫っただ

ろう。異質な他者との共存が引き起こすストレスは，反カトリック主義という一つの形をとり，

ときにそれは暴力事件や，政治的な排斥運動にもつながった。しかし，19世紀のアメリカ合衆国

は宗教戦争の最中の近世ヨーロッパではなく，カトリック－プロテスタントの分断線に従った大

規模な戦争や，政府によるカトリックへのあからさまな迫害は起こらなかった。アメリカ合衆国

において，反カトリック主義はより密やかに，プロテスタントの言説の中に陰に陽に埋め込まれ

る形ではたらいたのである。例えば，ハンバーガーのような研究者は，19世紀におけるプロテス

タントの政教分離原則の主張は価値中立的である以上に，政治と宗教を混同していると考えられ

ていたカトリック教会への批判や攻撃の意図をもって主張されていたことを指摘している。それ

どころか，カトリック教会の存在と，その政治的影響力への懸念こそが，未だ曖昧であった国家

と教会の関係性を，両者をより厳格に分離する方向へと発展させ，アメリカ合衆国的政教分離原

則の形成に貢献したというのである
(39)
。近年の研究が明らかにしたのは，この反カトリック主義

的なプロテスタントの言説の中に，正しいジェンダー役割をめぐる議論が，根本的な深さをもっ

て組み込まれていたことだった。19世紀のアメリカ合衆国における宗教を考える上で，この要素

を無視することは不可能ですらある。『暴露』はこうした宗教的，政治的，社会的な文脈の中で

書かれ，同時代に共有された価値や各種の想定を巧みに織り込むことによって，その内容に一定

の説得力を与えることができたのである。
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An Introduction to Maria Monk's "Awful Disclosures":
Anti-Catholicism and Gender in the Antebellum United

States

Seiko SATO
In 1836, a book called "Awful Disclosures," written by Maria Monk, a self-claimed ex-Catholic nun,

caused a sensation in New York City. The book was full of awful details about the life in a convent in

Montreal, where Monk once lived in and escaped from, and came to know the deeply hidden secrets,

such as sexual abuse and violence. Although it soon became clear that Monk made up the story with a

help from her male Protestant producers, many people nonetheless believed in the book. It became one of

the most important anti-Catholic works throughout the nineteenth century United States. This paper

presents three important factors that made Monk's book plausible to the contemporary Protestant

audience, in spite of its preposterous and unsavory contents.

First, anti-Catholicism. A transatlantic anti-Catholic tradition among Protestants existed in the United

States, which goes far back to the Protestant Reformation, even when there was no significant size of

Catholic population in the country. In the early nineteenth century, Protestant Americans experienced a

mass-scale immigration of foreign workers, many of whom were Catholics. Active expansion of the

Catholic Church, mixed with ethnic and class conflicts, fueled the anti-Catholic feeling among American

Protestants, which eventually led to organized political nativism in 1840s and 1850s.

Second, a gender norm of middle-class white Protestants. In the nineteenth century, a new kind of

gender norm emerged, which was characterized by the separate spheres between men and women. While

men work away from home, women stay domestic to take care of her family. The norm put a huge

importance on home as a sacred place and fundamental unit of society, where women preserve and pass

down the necessary virtue for the maintenance of the republic. Catholic priests and nuns were antithesis

to this norm, as they remain celibate and live with their same-gendered peers, instead of marrying and

making home. This significant difference in gender ideal deepened Protestants' doubt about the Catholic

Church, and especially about their convents.

Third, contemporary anti-Catholic literature. In the early nineteenth century, not only Monk but many

other authors published anti-Catholic books, tracts, magazines, and newspapers. Monk's book is located

in the tradition of escaped-nun's story, which has a typical plot to bring an anti-Catholic message to the

readers. These stories reflect not only Protestants' anxiety about the Catholic Church, but its irresistible

fascination to them, which is expressed as dangerously enchanting and seducing power of the Church.

Monk's work reveals a way anti-Catholicism, a kind of religious intolerance worked in the antebellum

United States, where everybody was supposed to enjoy full religious liberty, but what it really means was

still flexible and debatable.




